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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月28日(2014.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移植片を伴う注射用カニューレであって、該移植片が、少なくとも１つの生理学的に許
容可能な材料により該注射用カニューレ内に少なくとも１つの長軸側面の少なくとも一部
にわたって脱着可能に固定されることを特徴とする、移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項２】
　少なくとも１つの生理学的に許容可能な材料が、１つ若しくは複数の半固体材料及び／
又は１つ若しくは複数の硬化材料から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の移
植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項３】
　少なくとも１つの生理学的に許容可能な材料がポリマー材料を含むことを特徴とする、
請求項１又は２に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項４】
　移植片が、該注射用カニューレ内に少なくとも１つの長軸側面の表面領域の最大５０％
にわたって脱着可能に固定されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載
の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項５】
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　移植片が、該注射用カニューレ内に少なくとも１つの長軸側面の表面上の少なくとも１
つの点にわたって脱着可能に固定されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項
に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項６】
　少なくとも１つの生理学的に許容可能な材料が、０．１ｍｍ～１．２ｍｍの層厚を有す
ることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の移植片を伴う注射用カニュー
レ。
【請求項７】
　側方開口部を有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の移植片を
伴う注射用カニューレ。
【請求項８】
　移植片が、該注射用カニューレの該側方開口部の領域に配置されることを特徴とする、
請求項７に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項９】
　移植片が、ゴセレリン、リュープロレリン、アナストロゾール（anastrozole）、リス
ペリドン及びオクトレオチドからなる群から選択される有効成分を含むことを特徴とする
、請求項１～８のいずれか一項に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項１０】
　移植片が、乳酸及び／又はグリコール酸のポリマー及びコポリマー、又はポリラクチド
及びポリ－ラクチド－コ－グリコリドからなる群から選択されるプラスチック材料を含む
ことを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の移植片を伴う注射用カニューレ
。
【請求項１１】
　移植片が、該生理学的に許容可能な材料と同一の材料を何ら含まないことを特徴とする
、請求項１～１０のいずれか一項に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項１２】
　注射用カニューレ内に移植片を脱着可能に固定する方法であって、移植片を該カニュー
レ内に導入する前に、流動性の生理学的に許容可能な材料を該カニューレ内に導入して、
任意に該カニューレ内に分配することを特徴とする、注射用カニューレ内に移植片を脱着
可能に固定する方法。
【請求項１３】
　流動性の生理学的に許容可能な材料が、半固体材料又は硬化性ポリマー材料から選択さ
れることを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　移植片を該カニューレ内に導入する前に、硬化性ポリマー材料を該カニューレ内に導入
して硬化させることを特徴とする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　移植片を該カニューレ内に導入する前に、該カニューレ内に導入した該流動性の生理学
的に許容可能な材料の一部を、該カニューレから再び除去することを特徴とする、請求項
１２～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　移植片を該カニューレ内に導入する前に、該硬化ポリマー材料の一部を該カニューレか
ら再び除去することを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　注射用カニューレが側方開口部を有することを特徴とする、請求項１２～１６のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１８】
　移植片を、該注射用カニューレの該側方開口部の領域に脱着可能に固定することを特徴
とする、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
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　流動性の生理学的に許容可能な材料を、該注射用カニューレの該側方開口部を介して該
注射用カニューレ内に導入することを特徴とする、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　移植片が、ゴセレリン、リュープロレリン、アナストロゾール、リスペリドン及びオク
トレオチドからなる群から選択される有効成分を含むことを特徴とする、請求項１２～１
９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　移植片が、乳酸及び／又はグリコール酸のポリマー及びコポリマー、又はポリラクチド
及びポリ－ラクチド－コ－グリコリドからなる群から選択されるプラスチック材料を含む
ことを特徴とする、請求項１２～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　移植片が、請求項１２～２１のいずれか一項に記載の方法に従って、該注射用カニュー
レ内に脱着可能に固定されることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の
移植片を伴う注射用カニューレ。
【請求項２３】
　側方開口部を有するカニューレ内に、該開口部の反対側に位置する該カニューレの内壁
上の該開口部の領域における流動性の生理学的に許容可能な材料により、脱着可能に固定
される移植片を含む、請求項２２に記載の移植片を伴う注射用カニューレ。
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